






三徳会では、区民の皆さまが施設について理解していた

だき、そして、必要な方ができるだけスムーズにご入所

できますようにと、定期的に特別養護老人ホーム入所説

明会・見学会を開催しております。今回はその中で参加

者からいただく代表的な質問と回答を紹介します。

特別養護老人ホームは、自宅では介護が困難な方が日常生活上必要な介護
を受けられる施設です。申し込みができる方は、介護保険の要介護度が１
以上（平成26年 4月現在）の方です。以下に、申し込みから入所までの流
れをご説明します。（品川区の場合です）

特養ホーム入所申し込み

特別養護老人ホームでの生活についてよくあるＱ＆Ａ 特別養護老人ホームに入るにはどのようにすればよいでしょう？

特養あるあるご質問

品川区から各施設へ待機者名簿等の情報提供

各施設で入所の調整

品川区特別養護老人ホーム入所調整会議

地域のお神輿の訪問

申 込 先：品川区役所高齢者福祉課またはお近くの在宅介護支援センター
申し込み締切：年２回（８月末と２月末の半年ごと。入所が決まるまで、そのつど半年ごとの再申

し込みが必要です）
希 望 施 設：区内施設から3施設まで選べます。（平成26年４月現在合計８施設）　同時に、品川

区が契約している区外の施設を選ぶこともできます。
☆申し込みに当たっては、希望する施設の見学をお勧めしています。
☆ご親族間でよくご相談の上で申し込まれるようお願いしています。
☆希望する施設のショートステイやデイサービス等を利用して、施設に慣れて
おくとよいでしょう。

必要度の高い人から入所できるように、要介護度・年齢・在宅介護
の期間・介護者の状況（年齢・健康状態等）から優先順位を品川区
で審査して、待機者名簿を作成します。（年２回３月と９月）

☆名簿の上位になる方の大半は要介護度が４または５、年齢は90歳以上
です。

希望している施設に空きが生じますと、待機者名簿の優先順に特養ホームの相談員から連絡が入り
ます。
☆医療施設ではないため、入院加療が必要な方は対象になりません。また、胃ろう・経鼻栄養、イ
ンシュリン注射等の方は、各施設での受け入れ態勢があるため、入所優先度が高くても入所が難
しいことがあります。また、特養ホームが共同生活の場であることから、暴力行為等のある方も
難しい場合があります。
☆入所を待っている方が大勢いらっしゃるので、連絡がありましたら、できるだけ速やかに入所さ
れるようお願いしています。

Ｑ　施設を選ぶポイントは？
Ａ　施設の規模や立地条件によって、雰囲気が異なります。申し込みをする
前に見学をして、確認しておくとよいでしょう。見学は事前に予約をお
願いします。

Ｑ　部屋は選べますか？
Ａ　施設によって個室、多床室があります（個室がない施設もありますので、申し込み時に確認が必要
です）。基本的には空いたお部屋へお入りいただきますが、ご希望を伺い、入所後に空くまでお待
ちいただくこともできます。また、入所後にご本人のお身体の状態変化等によって、お部屋を変更
していただく場合もあります。

Ｑ　衣類の洗濯は？
Ａ　施設で行っていますが、一度に大量の衣類を大型洗濯機や大型ガス乾燥機で
洗濯するので、素材によってはお受けできない物もあります。

Ｑ　外出、外泊はできますか？
Ａ　体調がよければ外出、外泊は可能です。食事、入浴、薬の準備や
調整等がありますので、日時が分かりしだいご相談ください。

Ｑ　面会時間は決まっていますか？
Ａ　施設によって時間は異なりますので事前にご確認ください。
　　感染症予防のために、面会に来られた際は手洗い、うがいをお願いして
います。体調がすぐれない方の面会はお断りさせていただきます。

Ｑ　入浴の回数は？
Ａ　概ね週２回です。その方のお身体の状態によって、一般浴と機械浴（座位で入れる浴槽、寝たまま
入れる浴槽）があります。

Ｑ　入所後に家族ができることは？
Ａ　各施設では年に２回程度、家族懇談会を行い、ご意見等を伺います。入
所後もご家族の協力を得ながら、ご希望に沿って介護してまいります。
また、面会時に床頭台の整理整頓や衣替え、衣類の確認（補充等）をご
協力いただいております。受診の付き添いをお願いすることもあります。
面会時間内であれば、食事介助に来られるご家族もいらっしゃいます。

Ｑ　具合が悪くなった時、ケガをした時は？
Ａ　定期的な往診（内科、整形外科、精神科、歯科、眼科）と、協力病院への受診があります。詳しく
は各施設にお問い合わせください。

朝の体操

洗濯物の仕分け風景
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